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あ

し、

さ魚
津
市
長

私
は
、
さ
る
4
月
の
市
長
選
挙
に

お
い
て
、
市
民
の
み
な
さ
ん
の
ご
支

援
に
よ
り
ま
し
て
、
三
た
び
市
長
当

選
の
光
栄
に
浴
す
る
こ
と
が
で
き
、

感
激
が
一
層
深
い
も
の
が
あ
る
と
と

も
に
、
そ
の
責
任
の
重
大
さ
を
痛
感

い
た
し
て
お
り
ま
す
。

私
は
、
昭
和
U
年
5
月
市
長
に
初

当
選
し
て
2
期
8
年
間
市
政
を
担
当

し
て
以
来
、
対
話
・
誠
実
・
愛
情
・

清
新
は
つ
ら
つ
を
軸
に
し
て
、
市
政

の
運
営
に
つ
と
め
て
参
り
ま
し
た
。

今
後
、
私
の
3
期
目
と
い
た
し
ま

し
て
は
、
厳
し
い
初
年
代
は
、
地
方 つ

清

訂
J

七

良

の
時
代
と
い
わ
れ
ま
す
が
、
い
よ
い

よ
幻
世
紀
に
向
け
て
「
愛
と
う
る
お

い
の
市
政
」
を
信
条
に
「
住
み
よ
い
、

豊
か
な
、
明
る
い
健
康
な
ま
ち
」
づ

く
り
と
、
広
域
行
政
の
推
進
と
、
県

東
部
に
お
け
る
中
核
都
市
建
設
、
都

市
基
盤
の
造
成
、
産
業
の
振
興
と
物

と
心
の
豊
か
な
ま
ち
づ
く
り
と
、
文

化
的
香
り
高
い
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
、

市
議
会
と
協
力
し
て
、
一
層
の
努
力

を
い
た
す
差
問
で
あ
り
ま
す
。

な
に
と
ぞ
、
市
民
各
位
の
変
ら
な

い
ご
理
解
と
ご
協
力
を
、
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

開
敵
国
劃
脊

魚
津
市
議
会
臨
時
会

議
長
、
副
議
長
を
選
出

魚
津
市
議
会
臨
時
会
は
、
選
挙
後
、
初
め
て
の
組
織
議
会
と

し
て
、

5
月
四
日
に
招
集
さ
れ
、
正
・
副
議
長
と
常
任
委
員
会

委
員
、
特
別
委
員
会
委
員
な
ど
を
き
め
た
あ
と
、
次
の
議
案
が

可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
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マ
議

高
慶
平
之
丞
(
侃
歳
)

(2) 

長

宮
津

1
4
9
6番
地

マ
副
議
長

後

藤

吉

松
(
臼
歳
)

平
伝
寺

3
2
9番
地後藤吉松氏副議長

マ
各
常
任
委
員
会
委
員
、
特
別
委
員
会

委
員
(
。
は
委
員
長

O
以
副
委
員
長
)

〈
敬
称
略
〉

総
務
委
員
会

。
長
勢
甚
正

O
石
崎
七
郎
松
野

宗
一
中
田
向
七
沢
秋
政
田
中

光
幸
高
塞
半
之
盃

建
設
委
員
会

。
{
呂
田
只
夫

O
浜
谷
佐
久
三
関

口
衛
竹
内
進
新
田
川
清
松

後
藤
吉
松
大
久
保
松
治
伊
藤
甚

産
業
経
済
委
員
会

。
河
崎
浩

O
本
田
正
一
沢
崎
尚

武
高
島
義
信
浜
多
弘
之
加
藤

成
司
宮
島
竹
二
石
川
庄
之
助
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文
教
厚
生
委
員
会

。
野
崎
栄
吉

O
林
満
朝
野
幹
子

稗
苗
清
吉
経
沢
稔
森
内
俊
雄

若
島
正
敬

水
族
館
建
設
特
別
委
員
会

。
浜
多
弘
之

0
・中
田
尚
浜
谷
佐

久
三
森
内
俊
雄
宮
田
只
夫
石

川
庄
之
助
若
島
正
敬

公
害
対
策
特
別
委
員
会

。
七
沢
秋
政

O
竹
内
進
関
口
衛

経
沢
稔
浜
谷
佐
久
三
長
勢
甚
正

宮
田
只
夫

交
通
問
題
特
別
委
員
会

。
石
崎
七
郎

O
長
勢
甚
正
稗
首

清
吉
沢
崎
尚
武
田
中
光
幸
宮

島
竹
二
野
崎
栄
吉

マ
市
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

議
決
さ
れ
た
議
案

GiIII盟冨2・

の
設
{
疋
に
つ
い
て

マ
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に

つ
い
て
(
昭
和
日
年
度
一
般
会
叫
桔

正
予
算
)

マ
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に

つ
い
て
(
昭
和
日
年
度
水
族
館
事
業

特
別
金
桔
正
予
算
)

マ
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に

つ
い
て
(
市
税
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
)

マ
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に

つ
い
て
(
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
)

同

意

件

案

マ
魚
津
市
経
田
中
町
6
番
目
号
本
田

正
一
氏
を
魚
津
市
監
査
委
員
に
選
任
ι

マ
魚
津
市
木
下
新
6
6
5
3
番

地

関

口
衛
氏
、

魚
津
市
出
2
3
6
番
地
野
崎
栄
吉

氏
を
魚
津
市
農
業
共
済
事
業
運
営
協

議
会
の
委
員
に
選
任
。

市長、議長あいさつ....・H ・....・H ・..2

晴れの叙勲・褒章一………...・ H ・..3
選挙案内・..............................・・4

第22回水道週間…...・H ・-………….5

市民税の諸控除引上げ・…....・ H ・...6
みんなの疋いいく・....................ア

酒のみ運誌の追放…………………8
祭礼受通規制図・....................・・・9

みんなのねんきん・....................10

あなだと図書館・....................・・・竹

みんなの保健・..........・・・・・・・・・・12'"'-'13

あしらせ.....................・・・・・・14'"'-'15

ふるさとの文化財閥・.................16

表紙・リズムて健康

勲
五
等
瑞
宝
章

〈
地
方
自
治
功
労
〉

魚
津
市
佐
伯
1
番
地

佐
伯
新
作
氏
(
冗
歳
)

元
魚
津
市
議
会
議
長

永
年
に
わ
た
り
、
魚
津
市

議
会
議
員
と
し
て
、
地
方
自

治
の
振
興
に
尽
く
さ
れ
た
。

リズム体操教室

リーダー 島

勲
六
等
瑞
宝
章

〈
児
童
福
祉
功
労
〉

魚
津
市
上
村
木
5
3
3
の
3

番
地水

田
美
子
氏
(
日
歳
)

元
魚
津
保
育
園
主
任
保

母
永
年
に
わ
た
り
、
保
母
と

し
て
職
務
に
精
励
し
、
児
童

福
祉
の
向
上
に
尽
く
さ
れ
九

次
の
方
が
晴
れ
の
叙
勲
・
褒
章
を
受
け
ら

れ
ま
し
た
。
心
か
ら
そ
の
功
績
を
た
た
え
ま

し
ょ
う
。

勲
七
等
瑞
宝
章

〈
環
境
衛
生
功
労
〉

魚
津
市
経
田
中
町
8
番
目
号

後
藤
長
松
氏
(
臼
歳
)

元
魚
津
市
職
員

永
年
に
わ
た
り
、
環
境
美

化
に
尽
力
し
、
現
在
も
側
溝
、

海
岸
な
ど
の
清
掃
に
従
事
し

て
い
る
。

藍

綬

褒

章
〈
漁
業
振
興
功
績
〉

魚
津
市
新
角
川
2
丁
目
4
番

5
号島

崎
藤
左
エ
門
氏
(
河
歳
)

現
富
山
県
鮭
鱒
漁
業
協

同
組
合
長

永
年
に
わ
た
り
、
漁
業
関

係
団
体
の
役
員
と
し
て
、
漁

業
の
振
興
に
尽
く
さ
れ
た
。

「リズム体操J楽しいですね。動く

楽しさ、体操で結ばれだ仲間、体操

のできる幸せ、最近はこんな感動を

五感にうけて身も山も健康な家庭生

活をエンジョイしている私です。以

前の私は時間制限のない家事仕事に

しばられ、と.っぷりと家庭にっかり

なガら、体とl山に{寸くぜい肉を、も

てあます毎日でし芝。この教室に参

加して、岡崎先生の真実昧あふれる

ご自分の体験から出疋言葉の一つ一

つガ、深くj山にくい込み、体育館い

っぱいに流れる耳なれ疋音楽に合わ

せて体を動かし、さわやかな汗を流

すことで、体はもちろん山の健康を

とりもどすきっかけをつかむことが

できましだ。体を動かす楽しさ、大

切さを、一人でも多くの人だちに知

ってもらい仲間の輔ガもっと大きく

広ガるよう、これからも続けて行き

だいと思います。

(3) 

子笑j尺
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。
投
票
の
時
間

ま
で
に
転
入
届
を
し
た
人
)

2
月
却
日
以
後
に
転
入
届
を
し
た
人

は
、
前
住
所
地
で
投
票
し
て
く
だ
さ
い
。

選
挙
期
日
現
在
で
満
初
歳
(
昭
和
お

年
6
月
お
日
以
前
に
生
れ
た
人
)
に
達

す
る
人
は
、
新
有
権
者
と
し
て
選
挙
権

が
行
使
で
き
ま
す
。

。
衆
議
院

6
月
日
日
目
午
後
6
時

魚
津
市
市
民
会
館

。
参
議
院
(
地
方
区
)

6
月
日
日
開
午
後
6
時

魚
津
市
市
民
会
館

5
月
初
日
か
ら

6
月
幻
日
ま
で

6
月
2
日
か
ら

6
月
幻
日
ま
で

土
曜
日
や
日
曜
日
も
毎
日
、
午
前
8

時
ぬ
分
か
ら
午
後
5
時
ま
で
、
市
役
所

2
階
、
第
3
会
議
室
で
開
設
し
て
い
ま

す。
不
在
者
投
票
を
す
る
人
は
、
印
鑑
を

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

-
参
議
院
議
員
選
挙

。
選
挙
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ
は
、

市
選
挙
管
理
委
員
会
合
辺
|
2
2
0
0

内
線
2
0
9
へ

午
前
7
時
か
ら
午
後
6
時
ま
で
。

但
し
、
松
倉
第
一
投
票
所
は
、
午
前
7

時
か
ら
午
後
4
時
ま
で
。

-
衆
議
院
議
員
選
挙

立
会
演
説
会
(
予
定
)

。
投
票
で
き
る
人

選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
人
。

5
月
お
日
現
在
、
住
民
票
に
記
載
さ

れ
て
い
る
人
で
、
引
続
き
3
か
月
以
上

当
市
に
住
所
を
有
す
る
人

(
2月
犯
日

。
不
在
者
投
票

不
在
者
投
票
所
は
、

加
積
地
区
土
地
区
画

整
理
審
議
会
委
員
選

挙
無
競
争
と
な
る

1

1
定
数

(
8名
)

ど
お
り
立
候
補

l
l

加
積
地
区
土
地
区
画
整
理
審
議

会
委
員
の
任
期
が
、
来
る
6
月
口

日
に
満
了
に
な
る
の
で
、
次
期
委

員
候
補
者
の
受
付
を
し
て
い
ま
し

た
が
、
去
る
5
月
M
日
に
受
付
を

締
切
り
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
候

補
者
の
届
出
が
委
員
定
数
を
超
え

な
か
っ
た
の
で
、
投
票
を
行
わ
な

い
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
届
出
の

あ
っ
た
候
補
者
は
次
の
と
お
り
で

す
。

-
宅
地
所
有
者
か
ら
選
挙
さ
れ
る

候
補
者

(
届
け
出
順
)

有
沢
庄
作

吉
島
7
5
3

緯
坂
昭
弘

上
村
木
1
の
4
の
辺

東
城
義
一

上
村
木
6
4
0

友

岡

清

上
村
木
8
8

本
田
忠
雄

上
村
木
3
1
9
の
4

中
村
年
雄

上
村
木
3
3
3

中
村
久
男

上
村
木
3
9
5

Z
宅
地
に
つ
い
て
借
地
権
を
有
す

る
者
か
ら
選
挙
さ
れ
る
候
補
者

松
田
栄
作

新
金
屋
2
の
叩
の
日

な
お
、
審
議
会
委
員
の
定
数
は

叩
名
で
、
こ
の
う
ち
2
名
を
学
識

経
験
を
有
す
る
も
の
の
中
か
ら
市

長
が
選
任
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。

(4) 
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。
水
道
の
し
く
み

水
は
、
人
が
生
活
し
て
い
く
の

に
、
欠
く
こ
と
の
出
来
な
い
大
切

な
資
源
で
す
。
人
は
水
が
な
く
て

は
、
生
さ
る
こ
と
が
山
東
ま
せ
ん
。

こ
の
大
切
な
水
も
空
気
と
同
じ
で
、

周
囲
に
豊
富
に
あ
っ
て
、
し
か
も

容
易
に
得
る
こ
と
が
出
来
る
か
ら
、

亡
心
れ
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
自
然
が
与
え
て
く
れ

た
水
資
源
も
、
そ
の
ま
ま
使
用
さ

れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
健

康
で
文
化
的
な
生
活
を
保
持
す
る

た
め
に
、
飲
む
水
、
家
事
用
水
や
、

工
業
用
水
等
い
ろ
い
ろ
な
方
面
に

使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
に

清
潔
で
、
安
い
水
を
供
給
す
る
た

め
に
は
施
設
が
必
要
で
す
。

6
月

1
日
か
ら
7
日
ま
で
、
全
国
統
一

水
道
週
間
で
す
。
こ
の
機
会
に
簡
単
に

水
道
の
し
く
み
を
お
知
ら
せ
し
ま
し
ょ

、っ。。
水
道
事
業
の
し
く
み

水
道
事
業
は
、
国
が
定
め
る
「
地
方

公
営
企
業
法
」
に
よ
っ
て

H

独
立
採
算
。

で
ま
か
な
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

つ
ま
り
、
水
道
事
業
に
必
要
な
す
べ
て

の
経
費
は
、
水
道
料
金
等
の
収
入
で
ま

か
な
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
の

よ
う
に
水
道
料
金
は
、
税
金
と
は
別
の

も
の
で
受
益
者
が
負
担
す
る
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。

。
水
道
財
政
の
し
く
み

水
道
の
施
設
を
拡
張
し
た
り
改
良
し

た
り
す
る
資
金
は
、
ほ
と
ん
ど
が
借
金

で
ま
か
な
わ
れ
、
そ
の
施
設
が
完
成
し

て
、
水
の
供
給
が
開
始
さ
れ
る
と
、
水

道
料
金
等
の
収
入
で
こ
れ
ら
の
借
入
れ

金
と
、
利
息
を
返
済
し
な
が
ら
事
告
京
を

経
営
し
て
い
ま
す
。

。
水
道
の
水
が
で
き
る
ま
で

水
は
、
そ
の
ま
ま
飲
料
水
や
、
家
事

用
水
に
は
な
り
ま
せ
ん
。
市
で
は
、
地

下
水
を
水
源
に
し
て
い
ま
す
が
、
ポ
ン

プ
で
く
み
あ
げ
た
水
を
滅
菌
し
、
さ
ら

に
配
水
池
に
送
り
、
配
水
管
を
通
し
て
、

自
然
流
下
に
よ
っ
て
、
各
塞
陸
に
送
水

し
て
い
ま
す
。

。
家
庭
の
水
道
の
し
く
み

皆
さ
ん
の
家
庭
に
あ
る
、
水
道
設
備

を
給
水
装
置
と
い
い
ま
す
。
公
道
に
埋

設
さ
れ
て
い
る
配
水
管
か
ら
、
引
く
給

水
管
か
ら
蛇
口
ま
で
を
、
給
水
装
置
と

呼
ん
で
い
ま
す
。
水
道
メ
ー
タ
ー
を
除

い
た
給
水
装
置
は
、
す
べ
て
あ
な
た
の

財
産
で
す
。
給
水
装
置
の
新
設
、
改
良
、

修
理
の
経
費
は
、
す
べ
て
利
用
者
の
負

担
と
な
り
ま
す
。

。
水
も
れ
の
発
見
の
し
か
た

前
月
に
比
べ
、
今
月
の
水
道
の
使
用

量
が
急
に
増
え
た
よ
う
な
場
合
は
、
建

物
の
ど
こ
か
で
水
道
管
が
破
れ
て
水
が

も
れ
て
い
る
か
、
ま
た
は
蛇
口
が
し
っ

か
り
し
ま
ら
な
く
て
水
が
出
た
ま
ま
に

な
っ
て
い
る
こ
と
が
よ
く
あ
り
ま
す
。

こ
ん
な
時
は
、
蛇
口
を
会
蔀
し
め
て
、

水
道
の
メ
ー
タ
ー
器
の
一
番
下
の
赤
い

針
の
動
き
を
調
べ
ま
す
。
も
し
、
赤
い

針
が
回
っ
て
い
た
ら
、
蛇
口
と
メ
ー
タ

ー
器
の
間
に
水
が
も
れ
て
い
る
の
で
す
。

そ
の
場
合
は
、
至
急
給
水
工
事
指
定
庖

か
、
水
道
局
(
宮
内
線
2
3
7
)
に
連

絡
し
て
修
理
を
行
っ
て
く
だ
さ
い。

な

お
、
そ
の
場
合
の
修
理
費
用
は
、
利
用

者
の
負
担
で
す
か
ら
ご

Z
本
く
だ
さ
い
。

給
水
工
事
は

指
定
底
で

給
水
装
置
の
新
設
、
改
良
、
修

理
は
所
有
者
が
直
接
水
道
局
に
申

出
ら
れ
る
か
、
給
水
工
事
指
定
庖

を
通
じ
て
申
込
ま
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

水
道
局
で
は
、
今
年
度
給
水
工

事
の
指
定
庖
と
し
て
、
次
の
業
者

を
費
疋
し
ま
し
た
か
ら
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

ω松
原
工
務
庖
本
江
新
町

告
側
|
0
9
0
8

ω畠
山
工
業
肌
上
村
木

宮

ω
ー

5
3
3
0

ω嗣
三
共
設
備
北
鬼
江

宮
川
附

l
1
3
5
0

凶
北
陸
水
道
肌
釈
迦
堂

告
側
1
1
3
5
3

ω石
原
設
備
工
業
所
本
江

宮

ωー

2
9
2
4

附
ユ
ウ
ホ
ウ
l
設
備
肌
釈
迦
堂

宮

ω
l
5
7
1
1

m高
松
工
業
上
口
二
丁
目

宮

ω
1
0
5
4
5

倒
側
水
環
境
セ
ン
タ
ー
高
畠

告
側
|
7
7
1
1

ω菅
沼
組
村
木
町

宮

ωー

0
4
5
3

帥
吉
枝
管
工
事
工
業
所
文
化
町

告
側
|
5
8
3
5

ω中
谷
配
管
工
業
本
江

宮

ωー

3
6
9
8

(5) 



第三種郵便物認可昭和55年 6月1日発行広報うおづあなたと市政をむすぷ

。 ま所た①
市 し得め低
民 た控 、所
税 。除課得
の が税者
諸 次 最 層
控 の 低 の
除 と限負
の おの担
改 り引の
正 引上軽
等 上げ減

げ と を
ら共図
れにる

老扶配基

扶養控除人 養 偶:?g 礎

種

控控控
目

除除除

23 22 22 22 改
万万万万 正
円円円円 後

21 20 21 21 改
万 万 万 万 正
円円円円 前

以
上
の
引
上
げ
に
よ
り
、
夫
婦
子
供
二

人
世
帯
(
標
準
世
帯
)
の
給
与
所
得
者
の

課
税
最
低
限
は
問
万
円
(
現
行
川
万
円
)

に
な
り
ま
す
。
な
お
、
こ
れ
に
伴
い
、

配
偶
者
の
い
な
い
世
帯
の
一
人
目
の
扶

養
控
除
(
現
行
幻
万
円
)
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
を
辺
万
円
に
引
上
げ
、

一
般
の
扶

養
控
除
と
し
て
取
扱
い
ま
す
。

控晶基生勤 寡 老 特控別墜育者 障婦年害 種

者者

控 控控 目
除除除除除

21 21 21 23 21 改
万万万万万 正
円円円円円 後

19 19 19 21 19 改
万 万万万万 正
円円円円円 前

な
お
、
新
た
に
同
居
し
て
い
る
自
己
又

は
、
配
偶
者
の
直
系
尊
属
が
老
人
扶
養

親
族
(
叩
歳
以
上
)
に
該
当
す
る
場
合
に

は
、
老
人
と
の
同
居
の
風
潮
を
促
進
し
、

老
人
福
祉
に
資
す
る
と
い
う
趣
旨
か
ら

同
居
老
親
等
扶
養
控
除

・
控
除
額
お
万

円
が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。

②
個
人
の
均
等
割
に
つ
い
て
は
、
行
政

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
、
物
価
水
準
の
変
動

等
を
考
慮
し
て
、
そ
の
標
準
税
率
が
次

の
と
お
り
引
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

@
個
人
の
均
等
割
の
税
率
の
改
正

③
市
民
税
の
課
税
最
低
限
の
引
上
げ
に

よ
る
減
収
に
対
処
す
る
た
め
、
本
市
の

市
民
税
の
所
得
割
の
税
率
適
用
区
分
は
、

次
の
と
お
り
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

。
市
民
税
の
所
得
割
の
税
率
の
改
正

14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 % E税ド

4高蜘 怨高001高蜘 9高150 5高i70 3高70捌再 l再30 1再ω7高o4高5 塑足品主 3以下高0 
改

正

" " " " " " " " " " " 長額宰 蘭の金 f表

扮ωmω 醐 o1醐 醐 柵 2却 l高切 110 80 50 塑額品超金をえる 30 フP'I干 フP'I亨 アFq7 フF『7 ア戸ヨ司F アP'I吉 アF『5F フP'Iヲ ?F『ヲ フ戸7司 下以フF司7 改

正

" " " " " " " " " " " 額の金 自可

。
市
民
税

・
県
民
税
が
ど
の
よ
う
な
仕

組
(
計
算
方
法
な
ど
)
で
年
税
額
を
決
め

る
の
か
等
、
税
一
般
に
つ
い
て
の
詳
細

な
お
間
合
わ
せ
は
市
税
務
課
に
お
気
軽

に
お
聞
き
く
だ
さ
い
。
(
内
線

m
・

m)

富山県消費生J

富
山
県
は
、
み
な
さ
ん

の
消
費
生
活
に
関
す
る
相

談
を
受
け
る
身
近
な
窓
口

と
し
て
、
ま
た
物
価
の
民

間
調
査
員
と
し
て
、
魚
津

市
で
は
次
の
方
々
に
委
嘱

し
ま
し
た
。

日
ご
ろ
の
物
価
や
、
消
費
生
活
に
関

す
る
い
ろ
い
ろ
な
問
題
な
ど
、
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

(

敬
称
略
)

山
根
行
枝
六
郎
丸
1
3
5
4
|
2

E
n
1
0
5
9
2
 

大
海
寺
野

8
4
7

g
M
|
6
4
5
4
 

広
田
洋
子

新
角
川

2
1
2
1
6

8
2
1
0
9
4
1
 

西
尾
崎
2
8
7

8
n

ー

5
1
8
1

村
木
町
2
!
日

g
n
1
4
1
9
5
 

ま
た
、
魚
津
市
に
は
、
ほ
か
に
次
の

よ
う
な
消
費
者
モ
ニ
タ
ー
や
監
視
員
が

委
嘱
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

マ
通
商
産
業
省
消
費
者
価
格
モ
ニ
タ
ー

梅

沢

美

子

吉

島

4
1
2

宮

n
ー

3
8
8
1

マ
通
商
産
業
省
消
費
生
活
改
善
監
視
員

久

保

田

茂

北

鬼

江

1
7
1
9

2
2
1
1
0
7
0
 

マ
経
済
企
画
斤
物
価
モ
ニ
タ
ー

佐
々
木
君
子
六
郎
丸
1
1
4
7

g
n

ー

4
4
7
9

マ
魚
海
市
消
費
生
活
モ
ニ
タ
ー

吉

島

節

子

浜

経

団

2
7
4

g
n

ー

6
4
3
5

文
化
町

3
|
幻

g
n

ー

4
3
6
6

本
江
2
8
3
0

宮

μー

3
9
4
6

上
口

2
1
9
1
7

g
u
l
l
6
7
3
 

本
町
2
l
u
l
m

g
n
l
0
5
7
2
 

蟻
本
智
恵
子

村
崎
寿
美
子

大
崎

芳
江

柴
田
夕
起
子

地
崎

信
子

浜
辺

百
子

山
沢

礼
子

現
在
お
持
ち
の
受
給
者
証
の
有
効
期

間
は

6
月
初
日
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

7
月

1
日
か
ら
新
し
い
受
給
者
証
に
書

換
え
に
な
り
ま
す
。
本
年
は
申
請
書
の

ゆ

加
入
保
険
者
名
、
被
保
険
者
名
、
記
号
、

番
号
等
確
認
の
た
め
次
の
日
程
に
よ
り

交
付
し
ま
す
の
で
、
必
ず
手
続
き
さ
れ

る
よ
う
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

マ
受
付
日
程

午前月6 
6 6 6 

午前月6 午前月6 
6 6 6 6 6 

月 月 月 月 月 月 月 月
1ι .. 930 午前2日8 午fit2日7 午前2日7 926 925 午後2日4 午前2日4 午後2日3 午前2日3 午前2日1 

時日 時日 時日 付
9 l 9 1 9 1 9 9 

午後 時 時 時 午後 午後
時 時 時 時 時 日

時
4 正 4 正 4 4 4 正 4 正 正
時 午 時 午 時 時 時 午 時 午 午

lii 速絡所松倉 所支鳥協農中 館公民上島中
公本 会市

逮絡所上野方 連絡戸斤片貝 連絡戸斤経田 連絡所布施西 神支所協幾天 場

民豊富江 館民 戸斤

道加 松 下 上 下
1差上 片 経 西 天

地対

下積 倉
中島 E 野方 区四一区 野方

貝 田 重 神 区象

現
在
お
持
ち
の
受
給
者
証
の
有
効
期

間
は

6
月
初
日
と
な
っ
て
い
ま
す
。

7
月

1
日
か
ら
新
し
い
受
給
者
証
に
書

換
え
に
な
り
ま
す
の
で
、
次
の
日
程
に

よ
り
更
新
の
手
続
き
を
さ
れ
る
よ
う
お

知
ら
せ
し
ま
す
。
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ん

wnw亀
岡

島
ぬ
ゐ
乏

グ
市
民
ス
ポ
ー
ツ
の

祭
典
4

市
民
一
人
、
一
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進
と
、

健
康
で
豊
か
な
市
民
生
活
を
目
標
に
、

第
泊
回
市
民
体
育
大
会
を
開
催
し
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
が
、
気
軽
に
参
加
で

き
る
よ
う
内
容
の
充
実
を
図
る
と
と
も

に
、
次
の
と
お
り
実
施
種
目
が
決
定
し

ま
し
た
の
で
、
市
民
多
数
の
参
加
を
希

望
し
ま
す
。

く
わ
し
く
は
、
市
教
委
体
育
課
ま
で
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

No 種 目 対 象 開催日 ~ 三 場 時 間

1 ソフトボール
一般男子 6/1・6/8 市営球場 9: 00 

中学女子 7/21 東部中学校 14: 00 

スポーツ少年団

2 バレーポール 中学男女・一般男女 7/20 西部中学校 10: 00 
家庭婦人

中学男女 ・一般男女

3 バドミントン 家庭婦人 ・成年男子 7/20 総合体育館 9: 00 

壮年男子

スポーツ少年団

4 水 泳 中学男女・成 年 7/20 西部中学校 10: 00 

30歳以上

5 陸上競技
中学男女・青年男女

7/20 吉田グラウンド 9: 00 
一般男女

スポーツ少年団

中学男女 ・青年男女

6 卓 球 婦 人・教 員 7/20 総合体育館 9: 00 

一般男女 ・30歳以上

40歳以上

スポーツ少年団 7/18・7/20 市営球場 13:30・9:00

7 軟式野球 中学男子 7/19 西部中学校 15: 30 

一般男子 6/8- 市営球場

8 バスケットポール
スポーツ少年団

7/20 総合体育館 9: 00 
中学男女・一 般

9 サ ッ カー
スポーツ少年団

7/20 西部中学校 10: 00 
中学男子 ・一般男子

中学男女 7/19 14: 00 

軟式テニス
一般男女 7/13 

市営コート
10: 00 

10 
壮年男子 7/13 10: 00 

家庭婦人 7/13 10: 00 

11 相 撲
青年男子 ・一般男子

7/20 魚津神社相撲場 10: 00 
中学男子

スポーツ少年団

12 柔 道 中学男子・青年男子 7/20 東部中学校 10: 00 

一般男子

スポーツ少年団

13 実U 道 中学男女・青年男子 7/20 東 部 中 学 校 10: 00 

一般男子

14 ヲ二E也ニ 手
スポーツ少年団

7/20 吉島小学校 10: 00 
一般男子

15 庭 球
一般男子

7/6 市営コート 10: 00 
一般女子・壮年男子

16 ラグビー スポーツ少年団 7/20 吉島小学校 14: 00 

17 レスリング 一般男子 7/20 総合体育館 12: 00 

18 馬 術 一般男子 7/20 乗馬えん 10: 00 

19 弓 道
一般男女・家庭婦人

7/20 
市弓道場

9: 00 
壮年 (仮設)

20 ゲートボール 1士 年 7/13 吉田グラウンド 10: 00 

グ
市
民
弓
道
教
室
4

受
講
生
募
集
グ

7
月
の
歩
こ
う
会

日
通
運
動
会
(
大
体
一
日
)

キ
ュ
ー
バ
女
子
対
全
日
本

女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
試
合

(
体
育
館
全
館
一
日
)

新
川
地
区
中
学
バ
レ
ー
ボ

ー
ル
大
会
(
大
体

一
日
)

新
規
採
用
教
員
研
修
会

(
温
水
プ
ー
ル
、
午
後
5
時

ま
で
)

リ
ズ
ム
体
操
教
室

お
日

5 1 
日日
附(日)

マ
開
催
日
時

6
月
日
日
附
か
ら
日
月

ま
で
の
毎
週
木
曜
日
実
碕

午
後
6
時
初
分
1
8
時
初

分
ま
で
。

マ
会
場
市
弓
道
場
(
仮
設
)

総
合
体
育
館
横

マ
対
象
者
高
校
生
以
上
の
男
女

マ

定

員

先

着

順

初

名

マ
受
講
料

l
、
0
0
0
円
(
ス
ポ
|

ツ
傷
害
保
険
料
を
含
む
)

マ
申
込
先
市
教
委
体
育
課
ま
た
は

6月の総合体育館利用日程

ロ
日
、
日
目
、

総
合
体
育
館
ま
で
。

7
月
の
歩
こ
う
会
は
、

6
日
に

東
蔵
j
上
島
尻
l
大
管
沼
i
坪
野

と
歩
き
ま
す
。

電
鉄
魚
津
駅
午
前
8
時
発
東
蔵

行
き
の
パ
ス
に
乗
り
、
帰
り
は
、

坪
野
か
ら
パ
ス
に
乗
っ
て
帰
り
ま

す。
参
加
者
は
、
午
前
7
時
印
分
に

電
鉄
魚
津
駅
前
へ
お
集
ま
り
く
だ

さ
い
。
(
昼
食
持
参
)

日
日
附

出
日
付

;

(

 

(7) 
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¥のみ..の3皇¥
合だ、に酒のみ運転者が減っていません/

会飲酒運転による死て事故ガ特に多いことを

覚えておくことo

春の突通安全期間中の
受通事故(魚津管内)

*車を運転される際は，すすめられても飲ま

ず，又酒を進めないこと。

惨事故件数 61牛〈昨年より2件

の増〉

女飲酒運転は，法で厳しく禁じられており，

運転しだ者はもちろん酒を飲ませだ人も処

罰されます。

炉負傷者 ア人〈昨年より2人

のI曽〉

炉原 因わき見運転とスピー

ドの出し週ぎです。

。子供の死亡事故の原因

(オ) とびだし

(2) 車の直前直後の横断

(3) 信号無視

(4) 路上での遊戯

。子供のための受通ルールとマナー

ー お国さんがまず見本をしめすことです-

芝だ言葉で教えるだけでなく，お白さ

んが具体的によい見本を示し何度もくり

返して教え，子供に身をもって正しい交

通ルールとマナーを習慣づけることが必

要です。

(5) ひとり歩き

ご家庭ではこのようなことについて特に目を<

ばり，常日頃注意をしてくだ、さい。

。~通安全はまず家庭から。。1日q回は受通について家族ぐるみで
話合いましよう。

(8) 



女交通規制を例年のとおり実施します。祭りを楽しくするだめに次の点を守ってください。

①酒に酔って道路をふらつか芯い ②現場の警察官や指導員の指示に従う

第三種郵便物認可広報うおづ 昭和55年 6月 1日発行

魚津神社祭ネし
の突通規制

あなたと市政をむすぷ

グ
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年
金
相
談
所
は
、
毎
月
第

3
木
曜
日
に
、
市
民
相
談

室
で
開
設
し
て
い
ま
す
。

今
月
の
相
談
日
は
、
問
日

で
す
。
せ

い
ぜ
い
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

国
民
年
金
の

特
例
納
付
は

6
月
初
日
で
締
切
り

国
民
年
金
の
特
例
納
付
の
締
切
り
は

6
月
初
日
。
残
す
と
こ
ろ
わ
ず
か
1
か

月
と
な
り
ま
し
た
。

あ
な
た
の
隼
金
権
は
大
丈
夫
で
す
か
。

国
民
年
金
に
加
入
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
の
に
加
入
し
て
い
な
い
人
や
、
保

険
料
を
長
い
間
納
め
忘
れ
た
た
め
に
、

#
岳
年
金
を
受
け
る
資
格
が
な
く
な
っ

て
い
る
方
は
い
ま
せ
ん
か
。

こ
の
よ
う
な
か
た
は
、
過
去
の
納
め

忘
れ
の
期
間
を
納
付
し
て
、
年
金
を
受

け
る
資
格
を
確
保
し
て
く
だ
さ
い
。

納
付
す
る
金
額
は
、
納
め
忘
れ
の
期

間
1
か
月
に
つ
い
て
4
千
円
で
す
。
将

来
、
年
金
が
受
け
ら
れ
る
か
受
け
ら
れ

な
い
か
、
最
後
の
別
れ
道
で
す
。

今
一
度
、
過
去
に
納
め
忘
れ
の
保
険

料
が
な
い
か
、
市
役
所
や
社
会
保
険
事

務
所
で
確
め
て
く
だ
さ
い
。

I
l
l
i
-
-
-
-
|
〈

V
I
l
l
i
-
-
-
-
-

今
、
あ
な
た
の
ま
わ
り
で
、
年
金
を

受
け
て
い
る
人
が
ま
す
ま
す
増
え
て
い

る
な
か
で
、
あ
な
た
だ
け
が
と
り
の
こ

さ
れ
る
こ
と
は
な
い
で
す
か
。
あ
な
た

が
年
金
時
代
の
仲
間
入
り
を
す
る
最
後

の
キ
ッ
プ
が
、
今
回
の
特
例
納
付
な
の

で
す
。

〈
〉

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
奥
さ
ん
な
ど
任
意

加
入
さ
れ
た
期
間
は
、
特
例
納
付
す
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

55年度保険料第 1

期分(4.5.6月分)

の納期は6月30

日です。

-年金は繭求しなければもらえません

年金をうける権利ができたときに、それぞれ

の年金の「裁定請求書」に国民年金手帳などを

そえて、市役所に提出してくださし」届出の用

紙は、市役所にあります 0

・年金は年4固に分けて受取ります

年金は、毎年 3月、 6月、 9月、 12月(老齢

年金は11月)の 4回に分けて、前の 3か月分を

まとめて受給者が希望する金融機関または郵便

局を通じて支払われることになっています。た

だし、通算老齢年金は毎年 6月および12月に支

払われます。

*福祉年金の支払月は、 4月、 8月、 12月です 0

.ひき続き年金をうけるためには

毎年誕生月の末日(老齢年金、通算老齢年金

以外は 5月31日)までに「現J兄届」を提出しな

ければなりません。届出の用紙は社会保険庁ま

たは都道府県から送られてきます。

また、氏名がかわったとき、住所がかわった

とき、年金の受取り先をかえたいとき、死亡し

たときなどには、かならず届出をしてください。

日
年
度
の
国
民
年
金

保
険
料
第

1
期
分
の

納
期
限
は

6
月
初
日

と
な
っ
て
い
ま
す
。

う
っ
か
り
し
て
、
納
期
限
に
遅
れ
な

い
よ
う
ご
注
意
ね
が
い
ま
す
。

町
内
(
部
落
)
の
年
金
組
織
に
加
入

の
方
は
、
そ
れ
ぞ
れ
年
金
委
員
を
通
じ

て
納
め
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
こ
う
い
う
組
織
の
な
い
方
(
個

人
で
納
入
す
る
こ
と
に
し
て
い
る
方
)

は
、
直
接
金
融
機
関
(
銀
行
、
信
用
金

庫
、
農
協
、
漁
協
、
労
働
金
庫
な
ど
)

ま
た
は
、
市
役
所
の
市
金
庫
窓
口
で
納

め
て
く
だ
さ
い
。

保
険
料
が
口
座
振
替
え
に
な
っ
て
い

る
場
合
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
金
融
機
関
か

ら
引
き
落
し
さ
れ
ま
す
。

納
付
書
を
紛
失
さ
れ
た
方
が
あ
り
ま

し
た
ら
年
金
係
ま
で
申
出
て
く
だ
さ
い
。

ね
ん
き
ん
標
語

よ
か
っ
た
と

い
う
日
が

き
っ
と
く
る
年
金

(10) 

在
宅
介
護
老
人
の

総
合
サ
ー
ビ
ス
施
設

デ
ィ
・
サ
ー
ビ
ス
ゅん

セ
ン
タ
ー
竣
工

こ
の
セ
ン
タ
ー
は
、
ね
た
き
り

老
人
な
ど
、
在
宅
で
介
護
を
、
つ
け

て
い
る
虚
弱
老
人
が
、
入
浴
、
給

食
、
そ
の
他
総
合
サ
ー
ビ
ス
を
う

け
、

一
日
静
か
に
休
養
す
る
こ
と

の
で
き
る
施
設
で
、
国
・
県
の
補

助
金
の
ほ
か
国
民
年
金
の
還
元
融

資
な
ど
に
よ
り
、
新
川
ヴ
ィ

l
ラ

に
隣
接
し
て
建
設
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
セ
ン
タ
ー
の
利
用
定
員
は
、

一
日
お
名
以
内
で
、
登
録
制
と
な

っ
て
い
ま
す
。
利
用
ご
希
望
の
方

は
、
市
社
会
福
祉
課
福
祉
係
(
宮

内
線
2
2
0
)
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。
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も
め
た
高
た

ι
q辺

国
書
情

燃
え
よ
人
生
/
本
と
の
ふ
れ
あ
い
・・・
③

お
か
あ
さ
ん
の
本

む
か
し
ぱ
な
し

マ
マ

む
か
し
っ
て

お
じ
い
ち
ゃ
ん
と

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が

た
く
さ
ん
い
た
の
ね

こ
れ
は
、
「
子
ど
も
の
夢
と
願
い
」
(吉

岡
た
す
く
著
)
に
載
っ
て
い
る
、
あ
る

4
歳
児
の
こ
と
ば
で
す
。

子
供
の
話
に
は
、
明
る
い
力
づ
よ
さ

と
、
ユ
ー
モ
ア
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
子
供
の
す
ば
ら
し
さ
を
、
い
つ

く
し
み
育
て
る
た
め
に
お
役
に
立
つ
本

を
、
ひ
ろ
っ
て
み
ま
し
た
。

「
手
作
り
布
の
絵
本
」
(
ふ
き
の
と
う
文

庫
編
)

ア
ッ
プ
リ
ケ
を
し
た
布
地
に
、
ス
ナ

ッ
7
で
と
め
た
絵
を
動
か
し
て
遊
ぶ
絵

本
で
す
。

布
の
温
か
さ
、
優
し
さ
を
生
か
し
た

す
て
き
な
本
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

「
か
ら
だ
と
心
の
強
い
子
に
」
(小
野
三

嗣
著
)

マ
ス

・
コ
ミ
の
発
達
と
と
も
に
、
育

児
情
報
に
も
、
た
い
へ
ん
恵
ま
れ
て
き

は
ん

ま
し
た
が
、
反
面
氾
濫
し
す
ぎ
て
情

報
に
、
ふ
り
ま
わ
さ
れ
て
い
る
こ
と
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

子
育
て
は
、
ま
ず
心
身
の
健
康
に
始

ま
り
ま
す
。

ご
一
読
を
、
お
す
す
め
し
ま
す
。

「
お
や
ニ
万
葉
集
|
い
ま
中
学
生
は
何

を
考
え
て
い
る
か
|
」
(
矢
野
寿
男
著
)

親
に
う
っ
た
え
る
心
の
叫
ぴ
を
、
三

十
一
文
字
の
短
歌
に
こ
め
た
、
中
学
生

か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
す
。

「
お
母
さ
ん

一
緒
に
考
え
ま
し
ょ
う
」

(
古
木
俊
雄
著
)

二
十
年
後
、
親
子
関
係
は
ど
う
な
っ

て
い
る
で
し
ょ
う
か
。

老
い
て
か
ら
の
人
生
を
、
ま
す
ま
す

楽
し
く
す
る
た
め
に
、
親
子
に
つ
い
て

書
か
れ
た
本
で
す
。

借
り
出
し
は
、
ひ
と
り

3
冊
2
週
間

で
す
。

ど
う
ぞ
、

さ
い
。

お
手
に
と
っ
て
ご
覧
く
だ

川

柳

教

室

O
と

き

6
月
日
日
附

午
後
1
時
却
分
1

3
時
初
分

O
と
こ
ろ
魚
津
市
立
図
書
館

O
課
題
「
梅
雨
」
「
雑
詠
」

O
講

師
木
村
喜
見
城
先
生

ど
な
た
で
も
お
気
軽
に

ど
う
ぞ

。
み
ん
な
い
っ
し
ょ
に
/
。

6
月
の
お
し
ら
せ

2
日
閣
か
み
し
ば
い

さ
あ
、
何
が
は
じ
ま
る
?
?

何
回
側
工
作

や
さ
し
い
工
作
を
み
ん
な
で

作
ろ
う
ノ

3
じ
却
ぷ
ん
か
ら
、
こ
ど

も
の
へ
や
で
ひ
ら
き
ま
す
。

か
害
虫
e

「
ア
メ
シ
ロ
」

等
の

駆
除
を
実
施
し
ま
す

市
で
は
、
毎
年
6
月、

7
月
に
発
生

す
る
各
公
園
の
樹
木
、
街
路
樹
等
の
害

虫
ア
メ
リ
カ
シ
ロ
シ
ト
リ
の
駆
除
の
た

め
、
殺
虫
剤
の
散
布
作
業
を
行
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
作
業
を
6
月
末
か
ら
、

7

月
初
め
に
か
け
て
実
施
し
ま
す
か
ら
、

街
路
樹
植
樹
地
区
の
み
な
さ
ん
は
、
歩

道
に
物
を
置
い
た
り
し
な
い
よ
う
に
ご

協
力
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
街
路
樹
等
の
害
虫
を
発
見
さ

れ
た
方
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
都
市
計
画

課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

貸
付
利
率
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
/

「
魚
津
市
勤
労
者
生
活
安
定
資
金
」
の

貸
付
利
率
が
、
5
月
か
ら
利
率
を
ω
%

引
上
げ
、
日
%
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
生
活
資
金
の
借
入
方
法
な
ど
は

次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

マ
使
途

1
生
活
資
金

マ
資
格
H

市
内
に
1
年
以
上
在
住
し
、

現
在
の
事
業
所
に

2
年
以
上
勤
務
し

て
い
る
人
で
返
済
能
力
の
あ
る
人
。

マ
貸
付
額
H

一
人
初
万
円
以
内
(
月
収

の
3
倍
を
超
え
な
い
額
)

マ
貸
付
利
率
H

年
7
・
5

%

マ
償
還
期
間

H
3
年
以
内
(
据
置
な
し

月
賦
償
還
)

マ
担
保
H

な
し

マ
保
証
人

1
原
則
と
し
て
一
名

マ
取
扱
金
融
機
関
l
新
川
信
用
金
庫
本

支
居
、
富
山
県
労
働
金
庫
魚
津
支
庖

マ
申
込
み
H

借
入
申
込
書
に
、
住
民
票

謄
本
(
保
証
人
共
)
給
与
証
明
書
を

添
え
て
取
扱
金
融
機
関
へ
お
申
込
み

く
だ
さ
い
。
(
印
鑑
証
明
必
要
)

ま
た
、
「
富
山
県
離
職
者
生
活
安
定
資

金
」
に
つ
い
て
も
利
率
が
改
正
さ
れ
、

川
%
引
上
げ
ら
れ
、
川
%
に
な
り
ま
し

た
。
こ
の
制
度
の
あ
ら
ま
し
は
次
の
と

お
り
で
す
。

離
職
し
た
労
働
者
に
対
し
て
、
生
活

資
金
を
貸
付
け
、
そ
の
生
活
の
安
定
と

求
職
活
動
に
専
念
す
る
機
会
の
確
保
に

寄
与
す
る
た
め
、

「
富
山
県
離
職
者
生

活
安
定
資
金
貸
付
制
度
」
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
制
度
の
あ
ら
ま
し
は
次
の
と
お
り

で
す
。

マ
貸
付
対
象
者

①
世
帯
の
生
活
を
維
持
し
て
い
る
人
。

②
労
働
の
意
思
及
び
能
力
を
有
し
、
現

に
求
職
活
動
を
行
っ
て
い
る
人
。

③
原
則
と
し
て
雇
用
保
険
法
に
よ
る
一

般
被
保
険
者
で
あ
っ
て
、
同
法
の
求

職
者
給
付
の
支
給
が
終
了
し
た
あ
と

6
か
月
以
内
に
資
金
の
借
入
申
込
み

を
し
た
人
。
た
だ
し
、
緊
急
を
要
す

る
資
金
に
あ
っ
て
は
、
求
職
者
給
付

を
受
給
中
の
人
で
あ
っ
て
も
貸
付
対

象
と
し
ま
す
。

マ
貸
付
額

l
一
人
初
万
円
以
内

マ
貸
付
期
間

1
3
年
以
内
(
う
ち
据
置

6
か
月
、
月
賦
償
還
)

マ
貸
付
利
率
H

年
日
%

マ
保
証
人
及
び
担
保

1
原
則
と
し
て
無

担
保
、
確
実
な
連
帯
保
証
人
一
人
以

上
必
要
。

マ
信
用
保
証

1
富
山
県
勤
労
者
信
用
基

金
協
会
の
保
証
を
必
要
と
し
、
保
証

料
は
年
間
%
以
内

マ
申
込
み
H

借
入
希
望
者
は
、
借
入
申

込
書
に
関
係
書
類
を
添
え
て
富
山
県

労
働
金
庫
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

こ
れ
ら
融
資
制
度
に
つ
い
て
の
く
わ

し
い
こ
と
は
、
市
役
所
商
工
観
光
課
ま

た
は
取
扱
金
融
機
関
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

。1)
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支
旗
印
刷
時

6
月
i
7
月

V
盲
目
ぜ
き
、
ジ
フ
テ
リ
ア
、

破
傷
風
(
=
一
種
混
合
)
予
防
接

種
(
第

3
回
目
実
施
)

第
1
期
日
目
年
4
月
1
日
現
在
、
二
歳

児
で
、
4
月
に
1
回
i
2
回
接
種
ず
み

の
幼
均

第
2
期
H
第
1
期
を
2
回
1
3
回
接
種

終
了
児
で
、
最
終
接
種
後
1
年
を
経
過

し
て
い
る
コ
蚕
埼

マ
な
お
、
四
歳
児
i
五
歳
児
は
二
種
混

合
で
実
施
し
て
い
ま
す
。
接
種
方
法
は
、

三
種
混
合
と
同
様
に
、
第
1
期
、
第
2

期
と
も
受
け
て
く
だ
さ
い
。

マ
実
施
日
程

区

該

当

地

区

全

I也

マ
受
付
時
間
H
各
日
と
も
午
後
1
時
初

分
1
2
時

V
乳
幼
児
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応

検
査
、

B
C
G
接
種

マ
該
当
者
H
満
三
か
月
か
ら
三
歳
ま
で

の
乳
幼
児
で
、
今
ま
で
に
1
回
も
ツ
ベ

ル
ク
リ
ン
反
応
検
査
を
受
け
て
い
な
い

人
。

マ
接
種
す
る
時
の
注
意

熱
の
あ
る
人
、
特
に
湿
し
ん
な
ど
ま
ん

延
性
の
皮
膚
病
の
人
は
、
医
師
に
相
談

し
て
く
だ
さ
い
。
⑧
麻
し
ん
(
ハ
シ
カ
)

の
予
防
接
種
後
1
か
月
の
間
隔
を
あ
け

て
く
だ
さ
い
。

マ
実
施
日

力日
上野方 西布施

{主 坪 松 大 片
I名区也

積 E 野 倉 町 貝

月7 9 月7 9 月7 9 月7 8 月7 7 月7 2 月7 1 月7 1 月7 
p、、It 

1 
写;リノ 実附日 や日付 制日 (刈日 開日) 附日 (必日 (刈日 t・日:kl 

施

1月7 1 月1 7 1 1月7 1 月17 0 月7 9 月4 7 月7 3 月7 3 月7 3 B 

C 日

幽日 幽日 幽日 併日4 か日付 幽日 や日付 付日4 併日~ I G 

繍加ハ館民白
上野方 布s西a 住吉 坪聖T

草校学 魚謁館ハ民白2 幸枝片貝
dZC三A 

11 " 
11 11 

11 
t是3

マ
受
付
時
間
H
各
日
と
も
午
後
1
時
初

分

1
2
時

マ
他
の
地
区
は
、
7
月
の
広
報
に
記
載

し
ま
す
。

V
日
本
脳
炎
予
防
接
種

マ
接
種
の
対
象
及
び
方
法

三
歳
j
十
五
歳
ま
で
の
人
を
対
象
と
し

ま
す
。

・
初
回
接
種
H
7
日
i
H
日
間
隔
で
2

回
接
種
。

・
追
加
接
種
H
初
回
接
種
の
翌
年
1
回

接
種
で
、
基
礎
免
疫
と
し
ま
す
。

-
基
礎
免
疫
終
了
後
、
十
五
歳
ま
で
の

人
に
対
し
て
3
年
ご
と
に
、
追
加
免
疫

と
し
て
1
回
実
施
し
ま
す
。(
小
学
校
2

年
生
と
5
年
生

・
中
学
校
2
年
生
で
、

各
小

・
中
学
校
せ
実
施
し
ま
す
。)

な
お
、
三
歳
以
上
で
施
設
等
へ
入
っ
て

い
な
い
幼
児
は
次
の
日
程
で
実
施
し
ま

す
。

マ
実
施
日

第

魚育津愛園 大町幼権圃

上ロ =島t f音主 背島 経団

産直 場按舗戸斤f育園呆
" H 11 11 11 

月6 月6 月6 月6 月6 月6 月6 月6 月6 
第
1 

25 24 18 16 13 13 11 10 2 
接種回

(材日
日

附日 (月日) 幽日
日 日 日 日

(刈 幽 (7J<) (刈 (月)

7 
月7 月6 月6 月6 月6 月6 月6 月6 

第
月 2 
8 8 26 30 25 24 20 18 9 

接種回日 日 日 日
附日

日
幽日 制日

日
(必 ω 附 例) (刈 明)

マ
受
付
時
間
H
各
日
と
も
午
後
1
時
却

分

1
2
時

マ
料
金
無
料

V
麻
し
ん
(
ハ
シ
カ
)
予
防
接
種
実
施

マ
実
施
場
所
H
市
内
の
か
か
り
つ
け
の

医
師
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

マ
接
種
対
象
者
H
二
歳
児
を
中
心
に
生

後
四
か
月
か
ら
お
か
月
に
至
る
期
間
内

で
、
体
力
が
消
耗
し
て
い
る
7
月、

8

月
を
避
け
て
年
中
実
施
し
て
い
ま
す
。

マ
申
込
み
方
法
H
市
生
活
環
境
課
保
健

係
で
、
直
接
予
防
接
種
の
申
込
み
を
し

て
く
だ
さ
い
。
(
な
お
、
手
元
に
接
種
券

を
持
っ
て
い
る
方
は
、
早
め
に
受
け
ま

し
ょ
う
。
)

マ
料
金
無
料

マ
注
意
事
項
H
生
ワ
ク
(
ポ
リ
オ
)
投
与

後
、
ー
か
月
を
経
過
し
て
い
な
い
幼
児

は
、
ハ
シ
カ
予
防
接
種
は
で
き
ま
せ
ん
。

V
上
記
の
予
防
接
種
を
受
け
る
前
に

次
の
禁
忌
事
項
に
該
当
す
る
人
は
、

今
回
の
予
防
接
種
が
受
け
ら
れ
な
い
人

で
す
。
十
分
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

ω発
熱
し
て
い
る
人
、
ま
た
は
著
し
い

栄
養
障
害
の
状
態
に
あ
る
人
。

ω心
臓
血
管
糸
、
じ
ん
臓
疾
患
、
ま
た

は
肝
臓
疾
患
な
ど
の
た
め
に
、
治
療
を

勧
め
ら
れ
て
い
る
人
。

ω接
種
し
よ
う
と
す
る
接
種
液
の
成
分

に
よ
り
、
ア
レ
ル
ギ
ー
を
呈
す
る
お
そ

れ
が
あ
る
人
。

ω過
去
に
お
い
て
、
こ
の
予
防
接
種
に

よ
り
副
反
応
を
呈
し
た
こ
と
の
あ
る
人
-

ω接
種
前
1
年
以
内
に
、
け
い
れ
ん
の

症
状
を
呈
し
た
こ
と
の
あ
る
人
ι

附
そ
の
他、

接
種
を
行
う
こ
と
が
不
適

当
と
認
め
ら
れ
た
人
。
以
上
の
人
は
接

種
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
注
意
し
て
く
だ

さ
い
。

マ
接
種
当
日
は

・
朝
と
畳
の
体
温
は
、
で
き
る
だ
け
自

宅
で
計
っ
て
来
て
く
だ
さ
い
。

・
母
子
健
康
手
帳
・印
鑑
を
持
参
く
だ
さ
い
。

(12) 

。診療時間は、いずれも午

前9時から午後5時ま で。

16 
日月

8 
日

15 
日

22 
日

本

江

宮

@

1
5
0
5
3

上

口

二
丁
目

宮

@
i
3
6
1
9

浜
経
団

宮

@

1
5
0
5
2

29 
日

67 
日月

V
乳
児
検
診

月4 7 2月6 6 1月6 2 月6 6 月

樹 日 件4日 附日 樹日
日

時110午前時9 時2i午後時1 時21午後時1 : 時1i0午前時9 
，イ時間~寸ι 丸

8 
量自になる:ま戸白槌臼 ムH同3 、a 

手bR長・月官に6か児月δ 

8 
台、 か 対

月 月 象
児 児

" 11 11 保健所魚i掌
-ft 
場

マ
三
か
月
児
検
診
時
に
、
股
関
節
脱
き

ゅ
う
検
診
を
併
せ
て
行
い
ま
す
。

V
一歳
六
か
月
児
検
診

マ
お
子
さ
ん
愛
用
の
お
も
ち
ゃ
や
歯
ブ

ラ
シ
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。
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V
母
親
学
級
(
A
コ
l
ス
)

マ
今
月
の
内
容

・
映
画
H
妊
娠
か
ら
分
船
ま
で
の
注
意

.
実
習
H
安
産
の
た
め
の
妊
婦
体
操

・
実
習
H
妊
娠
中
の
栄
養
貧
血
予
防
食

.
映
画
H
生
命
の
創
造

・
講
話
H
妊
娠
の
生
理
(
医
師
)

・
実
習
H
先
天
性
股
関
節
脱
き
ゅ
う
の

予
防

-
そ
の
他
H
母
子
の
制
度
な
ど

マ
初
産
の
方
は
、
早
目
に
必
ず
受
け
ま

し
ょ
う
。
時
間
に
都
合
の
悪
い
人
は
、

一
課
目
づ
つ
で
も
結
構
で
す
。

マ
昼
食
、
ス
ラ
ッ
ク
ス
、
母
子
手
帳
を

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

V
三
歳
児
検
診

V
胃
検
診

7 
月7 月6 月6 月

月
11 7 1 17 10 
日 日 日 日

日
幽 Ull (刈 (刈

f主 経 天
生善改t舌=口t 回 桝1

~‘ E 

~ セ
A十u. 学 ン

場
校 校 協

タ

6 6 6 6 

切込締申月 月 月 月

30 28 9 3 
日 日 日 日 日

マ
受
付
H
午
前
9
時
i
m時

マ
料
金
H

一
0
0
0円

⑧
受
診
さ
れ
る
方
は
、
当
日
朝
食
、
た

ば
こ
、
水
な
ど
一
切
召
し
上
が
ら
な
い

で
く
だ
さ
い
。

V
婦
人
検
診

7 
月6 月6 月6 月月

30 30 23 10 
日 日 日 日

日
(;1¥) (fll (fll (刈

{主 車王 天
普生活改τ口k 回

神
4]スh 

E是 セ

学 学 ，‘ 〆
場

校 校 協
タ

7 6 6 6 

込締切申月 月 月 月
21 21 17 3 
日 日 日 日 日

マ
受
付
H
午
後
1
時
1
2
時

マ
料
金
H
九
O
O円

マ
乳
が
ん
検
診
も
併
せ
て
行
い
ま
す
。

料
金
は
九
五

O
円
で
す
。
た
だ
し
天
神

農
協

(
6
月
お
日
)
は
乳
が
ん
検
診
は

あ
り
ま
せ
ん
。

V
栄
養
指
導
車
巡
回
お
知
ら
せ

13 13 12 1日2月6 月
日 日 日

附 附 (;j.;) (;j.;) 日

l 午後 午前 1 午1去 午前
H寺

1時3ll1寺 1 時10 
3時303時1 0 

1時10 

3030 
111寺2 11時2 

|問
分分 分分

二場前E新4カ4 
w 

願寺前}~. 経
庇l 場

t:;l
j 

駅
前

1¥ 

イ 所
ド

マ
内
容
H
家
族
の
健
康
管
理
に
つ
い
て

(
保
健
婦
)
・
バ
ラ
ン
ス
食
(
栄
養
士
)

試
食

題

主催

魚津市健康づくり推進協議会 ・

魚津市医師会 ・魚津市食生活改

善推進連絡協議会・魚津市

t 

j健康展時0時-2時

3階大会議室

・減塩食の展示 ・試食

・塩分測定(みそ汁持参のこと )

.パネルの展示 ・高血圧と塩

・健康相談 ・血圧測定など

・映写会 ・脳卒中とその予防

講演会

午後 2時-4時 4階大ホール
g 

講師

群馬県藤岡保健所長

大月邦夫先生

健康づくりと減塩

多数のご来場をお待ちしてい

ます。

V
住
民
検
診
日
程

L4 7 1 L7 i L7 i F7 l 
3月6 0 3月6 0 2F6 0 1 216 0 1 116 3 9 j16 1 9 月16 9 lF6 I l 116 3 1 月160 女 月6 6 月6 6 月6 6 月 l

4 2 2 

(付日 t日M (水日i 
EI 

(!日II 。目J) E日i'd 
日

(，f日4 (，f日4 (，f日4 附日 (!j日4 {刈日 l:i日昔 t日制 制日 日
(*l 制

3品分h0 4 3分午1J量0 時1h1時3午，分9 泊0 43分20キ433分j0 E Z 時3分lh0h 今耐時3分9 0 z f 3仏分3s予0今臥四分f1 aF 2 E 時3分1自0B3午首時分9 可0 時31今4刻f分az t 臥3分BS守0IZ施臥3分9 F 守0 可 3品分』03分tf品F & 0 品3穿午H後L予 6341LOF0〉1午H仏3ま914 0 〉5 時3ie3分午後Ml 0 5 時a31 ・3主山分9 子寺0 J 午時後73m t1時分19 F 4 
時3g2h8〉午時3伝後1 0 〉 時四分11 3午目時分0 時2303午前時分9 0 

i時

1111 

下p木公iat rc t 

Jt411iI上;~ 

崎東尾ハ民館お

可戸1交斤7 
司f日念i: 

下館沼公民 年e家，少y3女山
1E会1;立・hf7E1 1 

城n東民館公H 
地奥東I館八f;i 

tjd宮z，T古~ 震館 学校喜 告話gセ事z 袋/民世.Li、、i 

江

持光寺公民館

口
検ノ、

研修場Zコ~ナ 昨事会、

L毛F ン ~ 
タ

iJb 

@ @ @ @ @ @ @ @ @ 

V
健
康
相
談
と
健
康
体
操

木H日侃ifEiE k 同F日i 4 ifE忌1 
(刈2月日6 4 {刈2月日6 4 

月7 

{火}1月日6 7 U 1) 1月日6 6 

月

(刈日
日

時U3却午前時分9 日1時3分1、0a3午前時分E O 0 
時時3 L 午主主 品時3 午後

l時
11 11 " 

1111 

車本 華民館

百

主1E 市葺停望忌 t¢IW聖fg罷T E F 味i 会

ヨE
場

相政4伸f生怖.tj 察医自診市
4胸

11 

考

児
童
手
当
の
現
況
届
を

お
忘
れ
な
く
グ

児
童
手
当
を
受
け
て
い
る
方
は
、
毎

年
6
月
中
に
「
現
況
届
」
を
提
出
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
受
給
者
の
所
得
の
状
況
や
養

育
の
状
況
な
ど
を
、

6
月
1
日
現
在
で

確
認
す
る
た
め
で
す
。

こ
の
届
が
提
出
さ
れ
ま
せ
ん
と
、
受

給
資
格
が
あ
っ
て
も
支
給
で
き
な
く
な

り
ま
す
か
ら
、
必
ず
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

届
出
用
紙
は
、
市
社
会
福
祉
課
婦
人

の
お
知
ら
せ

1月6 1 
月6 月6 3 月

10 日
や同日 (火}日 {刈日

1 午後時

時1313午前時分9 0 
f時午73a 午前時9 時午後31午略3分前9 0 

1ι '. 
イ寸

時

時3 間

草炭鉱
タ1善生2改セ雷

坪野d学校i、
場

松、倉J ン 所

告会 検ヨ液E尿 王監目艮 T図E定 血 内検
察 、 、底検 I玉 :g き皿~血検 、心淑'1

。
保
健
の
こ
と
に
つ
い
て
の
お
た
ず
ね

は
、
生
活
環
境
課
保
健
係
ま
で
。

〈
宮

n
|
2
2
0
0
内
線

1
3
1
〉

児
童
係
に
あ
り
ま
す
か
ら
、
印
鑑
を
お

持
ち
の
上
、
お
い
で
く
だ
さ
い
。

な
お
、
児
童
扶
養
手
当
、
特
別
児
童

扶
養
手
当
の
所
得
状
況
届
は
8
月
で
す
。

(13) 
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-
高
齢
者
交
通
安
全
講
師
を
委
嘱

本
年
度
の
高
齢
者
交
通
安
全
講
師
と

し
て
、
富
山
県
警
本
部
長
か
ら
、
次
の

四
氏
へ
委
嘱
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
方
々
は
、
お
寺
で
の
説
教
や
、

高
齢
者
の
会
合
な
ど
の
際
に
、
交
通
安

全
を
呼
び
か
け
る
も
の
で
す
。(

敬
称
略
)

マ
谷
川
寛

徳

僧

職

真

成

寺

町

マ

藤

田

彰

秀

僧

職

本
町

マ
金
川
八

郎

老

人
ク
ラ
ブ
役
員
本
江

マ
越
野
芳
枝
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
指

導
員

火
の
宮

-
ぁ
ゅ
の
解
禁

呉
東
内
水
面
漁
業
協
同
組
合
(
大
光

寺
地
内
)
で
は
角
川
、
布
施
川
の
あ
ゅ

の
解
禁
を
6
月
お
日
闘
に
予
定
し
て
い

ま
す
。許

可
書
の
交
付
は
、
6
月
幻
日
出
l

お
日
附
ま
で
受
け
て
く
だ
さ
い
。

遊
漁
料
は
次
の
と
お
り
で
す
。

、
、+

河川名 釣りの種類 料 金 交付場所

円

角川 大人 1，500 

一 毛針釣
同 市内

中学生 700 

布施川
釣具庖

円
毛針釣

大人 2，500 
友剣井用

漁業権の 毛針釣 15歳未満は 市役所

ない河川 友釣 不用 水産課 |

。
7
月
日
日
ま
で
、
友
釘
や
各
種
網
を

使
用
で
き
な
い
区
域
は

角
川

l
国
道
8
号
線
角
川
橋
か
ら
上

流
仰
メ
ー
ト
ル
の
区
域

布
施
川

l
地
鉄
本
線
布
施
川
鉄
橋
か

ら
下
流
側
メ
ー
ト
ル
の
区
域

。
9
月
初
日
か
ら
叩
月
白
日
ま
で
採
捕

し
て
は
な
ら
な
い
区
域
は

角
川
l
北
陸
本
線
鉄
橋
上
流
端
か
ら

上
流
仰
メ
ー
ト
ル
の
区
域

片
員
川

l
本
流
及
び
支
流
布
施
川
に

お
い
て
、
地
鉄
本
線
鉄
橋
下
流
端
か
ら

下
流
捌
メ
ー
ト
ル
ま
で
の
区
域

。
2
月
1
日
か
ら
ロ
月
白
日
ま
で
手
づ

り
及
び
さ
お
づ
り
(
ひ
っ
か
け
づ
り
及

び
こ
れ
に
類
す
る
も
の
を
除
く
。)
以
外

の
漁
具
又
は
、
漁
法
で
採
捕
し
て
は
な

ら
な
い
区
域

片
貝
川

l
河
口
か
ら
上
流
側
メ
ー
ト

ル
ま
で
の
区
域

角
川

・
早
月
川

1
河
口
か
ら
上
流
刑

メ
ー
ト
ル
ま
で
の
区
域

。
早
月
川
よ
裳
輪
合
口
用
水
え
ん
堤
下

流
端
か
ら
下
流
川
メ
ー
ト
ル
ま
で
の
区

域
は
、
周
年
採
捕
し
て
は
な
ら
な
い
。

o
m月
1
日
か
ら
叩
月
7
日
ま
で
、
あ

ゅ
は
産
卵
期
の
た
め
採
捕
は
禁
止
さ
れ

て
い
ま
す
。

-
市
民
会
館
大
ホ
l
ル
催
し
物

'回会魚語大孝 季弓吉ン子 定期演奏 塁市品団
ン、「 ファ 公演 金剛 催

期輯会主55 t与，事? 、 劇歌団山

し
物

~ 
名

時1午後(2日日9) 5分ji5午後仕2日8 ) 時1午後(2刈日4 
午前22 5分JZ5午後出1日4 時61デ時f1st ( 日ロu 1 ) 

日

時10 (日日) 時

塁両 哀券
無 無 無

き胃、券当sg寓、i大士日先i券jij 署券

きij| 
学十 来十 挙十

庖楽器 鮒サアオ 松首
慮。
団

ン 炎

備
岩

f
止
む
を
え
な
い
事
由
で
期
日
が

変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
よ
ろ
し

く
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

-
い
つ
ま
で
も

美
し
い
自
然
環
境
を
グ

「
県
土
美
化
推
進
運
動
」
始
ま
る

6
月
1
日
1
9
月
初
日

当
市
は
、
山
と
川
と
海
に
固
ま
れ
た
、

恵
み
あ
る
自
然
環
境
の
中
で
、
生
活
を

営
ん
で
い
ま
す
。

こ
の
恵
ま
れ
た
自
然
環
境
を
守
り
、

よ
り
美
し
く
す
る
に
は
、
市
民
一
人
一

人
が
、
自
覚
と
責
任
を
も
っ
て
、
美
化

推
進
に
努
力
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

生
活
環
境
保
全
の
重
要
性
の
理
解
と
、

認
識
を
高
め
る
た
め
に
県
下
一
斉
に
、

「
県
土
美
化
推
進
運
動
」
が
行
わ
れ
ま

す
。
こ
の
運
動
中
に
種
々
の
活
動
が
行

わ
れ
ま
す
が
、
特
に
次
の
こ
と
を
重
点

的
に
行
い
ま
す
。

※
川
を
き
れ
い
に
す
る
運
動

※
海
岸
を
き
れ
い
に
す
る
運
動

こ
の
運
動
に
、
市
民
の
み
な
さ
ん
一

人
一
人
が
参
加
さ
れ
る
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。

ー
特
に
次
の
事
を
厳
重
に
守
っ
て
く
だ

さ
い
。

l

O
発
ぼ
う
ス
チ
ロ
ー
ル

・
ナ
イ
ロ
ン
等

は
絶
対
に
、
川
や
海
に
捨
て
な
い
こ
と
。

こ
れ
ら
は
漁
網
に
付
着
し
て
、
漁
民
の

方
に
、
大
変
迷
惑
を
か
け
ま
す
。

O
あ
き
か
ん
、
あ
き
ビ
ン
は
、
か
な
ら

ず
ゴ
ミ
箱
、
又
は
、
不
燃
物
収
集
の
日

に
出
し
て
く
だ
さ
い。

-
勤
労
青
少
年ホ

l
ム
だ
よ
り

ヤ
ン
グ
の
皆
さ
ん
青
少
年
ホ
l
ム
を

知
っ
て
い
ま
す
か
?
ホ

l
ム
は
一
人
で

、、‘E

，，，
an『

•••••• 
，，，，‘
、、

も
利
用
で
き
ま
す
。
ホ
ー
ム
の
ほ
ん
の

一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

マ
煎
茶
教
室

T毎
週
水
曜
日
午
後
7
時

i

9
時
ま
で

マ
抹
茶
教
虫

T毎
週
月
曜
日
午
後
7
時

1
9時
ま
で

く
わ
し
く
は
青
少
年
ホ
l
ム
へ

g
n
|
4
3
3
0
 

-
教
養
講
座
の
開
講

中
央
公
民
館
で
は
、
6
月
よ
り
つ
ぎ

の
教
室
を
聞
き
ま
す
の
で
、
ふ
る
っ
て

参
加
し
て
く
だ
さ
い
。
よ
り
高
い
挙
費

を
目
指
さ
れ
る
市
民
の
た
め
に
開
設
し

ま
し
た
の
で
多
数
の
応
募
を
期
待
し
ま

す
。
お
気
軽
に
申
込
み
を
グ

。
古
典
に
親
し
む
会

毎
月
第
二
、
第
四
火
曜
日

午
後
7
時
初
分
1
9時

講
師
洗
足
学
園
魚
津
短
期
大
学

友

尾

豊

先

生

〈
〉
英
会
話
毎
週
水
曜
日

午
後
7
時
初
分
1
9時

講
師
洗
足
学
園
魚
津
短
期
大
学

ア
ン
ナ
・
マ
リ
ヤ
先
生

。
申
込
先
市
民
研
修
セ
ン
タ
ー
内

魚
津
市
中
央
公
民
館

村
木
町
7
|日

告

M
1
2
7
6
1

ヘ、
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J
ア
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
。

(
市
政
情
報
)
の
実
施

催
し
物
の

お
問
い
合
わ
せ
は

2
n
1
3
6
0
0
へ

市
で
は
、
皆
さ
ん
の
要
望
に
お
答
し

て
、
6
月
中
旬
よ
り
、
市
主
催
の
行
事

な
ど
の
開
催
日
時
、
場
所
を
受
信
専
用

電
話
を
使
っ
て
お
知
ら
せ
す
る
こ
と
に

い
た
し
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
広
報
な
ど
で
お
知
ら
せ
し

て
き
ま
し
た
が
、
確
認
の
た
め
電
話
を

い
た
だ
く
場
合
が
多
く
、
皆
さ
ん
の
ご

不
便
を
解
消
し
て
い
た
だ
く
手
助
け
に

開
設
す
る
も
の
で
す
。
会
合
、
講
座
、

検
診
、
催
し
物
等
の
確
認
に
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

な
お
、
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い

て
の
ご
希
望
や
ご
意
見
は
、
市
民
相
談

室
へ
(
内
線
2
3
8
)

マ
と

き

-
海
外
移
住
相
談
会

6
月
初
日
幽
午
後
6
時
1

9
時

富
山
県
民
会
館
抑
号
室

南
米
を
紹
介
し
た
映
画
会

及
び
相
談
会

北

・
南
米
及
び
豪
州
へ
の
移
住
を
希

望
さ
れ
る
方
は
、
ご
自
由
に
ご
来
場
く

だ
さ
い
。

詳
し
い
お
問
い
合
わ
せ
は
、
県
総
務

課
外
事
係

(8
0
7
6
4
1訂
1
4
1

1
1
内
線
3
3
5
)
へ
ど
う
ぞ
。

マ
と
こ
ろ

マ

内

容

-
技
能
向
上
訓
練
と

県
民
技
能
講
座

マ
技
能
向
上
訓
練
コ
ー
ス

N
C
フ
ラ
イ
ス
の
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

O
と
き
、
内
容

初
級

6
月
日
日
i
口
日

(プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
の
基
礎
な
ど
)

中
級

6
月
四
日
i
お
日

50，000円

30，000 " 

20，000 " 

50，000 " 

20，000 " 

20，000 " 

30，000 " 

3，000 " 

100，000 " 

古切手2，400枚

中古衣類 8点

古切手2，678枚

瓶田 み さ子友道

広田俊雄六郎丸

吉崎健治宮津

魚住松吉諏訪町

宮 川 忠幸 新角川二丁目

中村とみ子 本江新町

石坂久男住吉

友田 道治 新角川二丁目

相 馬庄八 相 ノ木

中山 宗正 新金屋一丁目

吉本力治上口二丁目

魚i掌ライオンズクラブ

(プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
の
方
法
な
ど
)

い
づ
れ
も

ω側
を
除
き
午
後
5
時
必

分
1
8
時
代
目
分
ま
で

0
受
講
料
千
五
百
円
(
初

・
中
級
)

マ
県
民
技
能
講
座

O
自
家
用
自
動
車
の
点
検
方
法

6
月
幻
日
出
午
後
1
時
i
4
時
ま
で

受
講
料
無
料

O
申
抗
莞
黒
部
市
荻
生
4
1
5
0

富
山
県
立
黒
部
高
等
技
能
学
校

倉

0
7
6
5
1臼
1
0
2
5
1

申
込
み
は
い
づ
れ
も
5
日
前
に

-
第
ロ
回
簡
保
資
金

写
真
コ
ン
ク
ー
ル
作
品
募
集

郵
便
局
で
は
、
簡
保
積
立
金
の
融
資

を
受
け
て
建
設
さ
れ
た
施
設
を
題
材
と

し
た
明
る
い
作
品
を
次
に
よ
り
募
集
し

て
い
ま
す
。

マ
作
品
の
大
き
さ

O
カ
ラ
l
ス
ラ
イ
ド
お
ミ
リ

以
上

10，000円

10，000 " 

10，000 " 

10，000 " 

2，000 " 

O
白
黒
は
四
つ
切
り

(
単
写
真
、
組
写
真
い
ず

れ
も
可
)

マ
募
集
期
間

5
月
1
日
か
ら
7
月
訂
日

ま
で

マ
市
内
の
融
資
施
設

学

校

経

由

、

道

下

、
吉
島
、
松

倉
、
大
町
、
上
中
島
、
上

野
方
、
西
布
施
、
坪
野
、

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

大
町
、
本
江
、
文
化
町
、

漁
港
、
馬
出
町
、
友
道
、

電
鉄
魚
津
駅
、
魚
津
駅
各

線魚
津
駅
前
土
地
区
画
整
理

住
吉

北
鬼
江
団
地

都
市
計
画

住 公

宅園

合
移
転
工
事
は
お
早
目
に
グ

〈
〉
転
居

・
改
築
な
ど
で
電
話
機
を
移
動

な
さ
る
と
き
は
、
遅
く
と
も
十
日
ぐ
ら

(伺魚津清掃公社 大光寺

八倉巻健治 三 ケ

笠 木 文 三郎本江

本江和江会本江

匿名

社 会 福 祉法人
宇奈月町社会福祉協議会

魚津食キ割反売企業組合 中央通り

小川義一 火の宮町

、八倉巻義忠滑 ・三ケ

安井久子住吉

滑川市町内会連絡協議会
会長 中林徳則滑 ・田中

新川 ヴ ィーラ後援会

佐々木てい 文化町

五島のう文化町

小林正男上村木

附大崎忠中央通り

畑 山 道 堅上村木

城山 宗也大光寺

油本政二新角 川一丁目

吉島喜美子大光寺

菊池 担当荘 経団中町

滑川市東地区婦人会
代表土肥菊枝滑 ・神明町10，000" 

3，000 " 

200，000 J/ 

100，000 " 

20，000 " 

1，200 " 

10，000 " 

74，000 " 

10，000 " 

10，000 " 

30，000 " 

30，000 " 

5，000 " 

70，360 " 

2，000 " 

10，000 " 

100，000 " 

キ見

6月30日

知一機捗f嘗
民

第 1期分

納期限

県市

い
前
に
お
申
出
く
だ
さ
い
。

今
日
、
明
日
の
工
事
を
今
日
お
申

出
に
な
っ
て
も
ご
希
望
に
応
じ
か
ね
ま

す
の
で
お
早
目
に
お
願
い
し
ま
す
。

〈
〉
新
築
・
改
築
の
際
は
ぜ
ひ
配
管
を
。

一
部
屋
に
一
台
の
電
話
の
時
代
で
す
。

新
築
、
増
改
築
の
際
に
は
ぜ
ひ
電
話
の

配
管
を
お
忘
れ
な
く
。
将
来
の
家
族
構

成
を
見
こ
し
て
、
余
裕
の
あ
る
配
管
や

配
線
を
し
て
お
き
ま
す
と
後
日
便
利
で

す
。
設
計
の
段
階
で
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。
魚
津
電
報
電
話
局

-
第
日
回
魚
津
さ
っ
き
展

マ
と
き

マ
主
催

マ
後
援

6
月
4
日
附
1
6
日
幽

魚
津
さ
っ
き
愛
好
会

魚
津
市

・
立
山
皐
月
会

-
第
円
回
皐
月
花
季
展

6
月
7
日
出
i
8
日
同

日
本
皐
月
協
会
富
山
支
部

立
山
皐
月
会

マ
後
援
富
山
県

・
魚
津
市

マ
と
こ
ろ
サ
ン
プ
ラ
ザ

マ
と
き

マ
主
催

。。
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その側ふるさとの文化財

て
ん
じ
ん

や
ま

天
神
山
遺
跡

史

魚
津
市
小
川
寺
字
天
神
山
麓

台
地

天
神
行
パ
ス
終
点
よ
り
徒
歩

日
分

所
有
者
又

!

魚

津

市

は
管
理
者

景
勝
の
地
、
天
神
山
麓
一
帯
の
台
地

は
石
器
時
代
の
私
た
ち
祖
先
の
よ
い
生

活
地
帯
で
し
た
。
明
治
の
こ
ろ
か
ら
た

く
さ
ん
石
器
や
土
器
が
発
見
さ
れ
て
有

名
に
な
り
、
中
央
の
学
者
も
た
び
た
び

調
査
に
来
て
い
る
。
特
に
縄
文
時
代
中

期
(
約
四
千
年
程
前
)
の
美
し
い
渦
巻
模

様
に
取
巻
か
れ
た
大
型
の
カ
メ
が
特
長

で
、
天
神
山
式
土
器
と
名
づ
け
ら
れ
て

い
ま
す
。
そ
の
外
石
槍

・
石
斧

・
鍬

・

砥
石

・
玉

・
皿

・
ツ
ボ

・
カ
メ

・
居
住

地
な
ど
た
く
さ
ん
発
見
さ
れ
、
そ
の
こ
ろ

の
人
々
が
け
も
の
を
捕
え
、
木
の
実

・

草
の
根
を
堀
り
、
堀
立
小
屋
に
住
っ
た

様
子
が
よ
く
わ
か
る
。
そ
れ
ら
は
天
神

山
の
歴
史
民
俗
資
料
館
や
、
小
川
寺
光

学
坊
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
。

所

在一
握
り

つ
む
夏
蕨

城
の
山

堀

百
合
子 跡、

し
と
し
と
降
る
雨
に
打
た
れ
る
、
清

ら
か
な
色
の
、
あ
じ
さ
い
の
花
を
、
そ

っ
と
、
窓
か
ら
な
が
め
る
と
、

心
の
ど

こ
か
に
、
や
す
ら
ぎ
を
お
ぼ
え
る
で
し

ょ、っ。盛
夏
の
前
に
、
大
地
を
う
る
お
す
雨

は
、
自
然
を
い
っ
そ
う
生
き
生
き
さ
せ
、

久
し
ぶ
り
の
梅
雨
ば
れ
の
空
は
、
さ
わ

や
か
な
初
夏
を
感
じ
さ
せ
る
で
し
ょ
う
。

カ
ビ
類
も
、
こ
の
と
き
と
ば
か
り
、

繁
殖
し
ま
す
。
食
生
活
や
健
康
管
理
に

十
分
注
意
し
て
、
快
適
な
夏
を
過
ご
し

ま
し
ょ
、
っ
。

広
報
「
う
お
づ
」
に
つ
い
て
の
、
ご

意
見
、
ご
要
望
は
、
企
画
広
報
室
(
市

民
相
談
室
)
g
n
l
2
2
0
0
1内
線

2
3
8
ま
で
、
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

予集…編

。紛

の人口
(4月末現在)

200. 75km' 

7.9km 

13. 126 
24.012人
25.878人

49.890人

印刷/魚津田刷株式会社

市

市の面 積

海岸線

世 帯数

人口(男)

(女)

計

編集/企画広報室


